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馬
路
温
泉
の
30
周
年
イ
ベ
ン
ト
に
お

い
て
、
「
プ
レ
タ
ポ
ル
テ
着
物
シ
ョ
ー
」

が
温
泉
２
階
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
村

内
の
女
性
や
女
の
子
総
勢
19
人
が
モ
デ

ル
を
務
め
、
華
や
か
な
舞
を
披
露
し
、

観
客
か
ら
喝
采
を
浴
び
て
い
ま
し
た
。

平成20年度決算について
就任のごあいさつ・表彰について
協働の森交流活動・家族そろっていただきますの日
特集 文化の秋・芸術の秋
議会だより
おらが村の学校便り
職場体験レポート
馬路村の歴史と伝説
Hello!ナオミよ！
Ｄｒ．内田のひとりごと
馬路村俳壇・お知らせ
行事予定表
村内あちらこちら・村のできごと
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財政指標比較で見る現状

　

１
　経
常
収
支
比
率

　
人
件
費
や
扶
助
費
、
公
債
費
な

ど
縮
減
す
る
こ
と
が
容
易
で
な
い

経
費（
義
務
的
経
費
）に
、
地
方
税

や
地
方
交
付
税
な
ど
の
一
般
財
源

（
使
途
を
制
限
さ
れ
て
い
な
い
財

源
）が
ど
の
程
度
費
や
さ
れ
て
い

る
か
を
求
め
た
も
の
で
、
財
政
構

造
の
弾
力
性
を
測
定
す
る
指
標
で

す
。
低
け
れ
ば
低
い
ほ
ど
財
政
運

営
に
弾
力
性
が
あ
り
、
政
策
的
に

使
え
る
お
金
が
多
く
あ
る
こ
と
を

示
し
て
い
ま
す
。

　
少
な
く
と
も
７５
％
程
度
に
お
さ

ま
る
こ
と
が
望
ま
し
く
８０
％
を
超

え
る
場
合
は
財
政
構
造
は
弾
力
性

を
欠
い
て
い
る
と
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
地
方
財
政
全
体
が

悪
化
し
て
い
る
今
日
で
は
、
大
部

分
の
市
町
村
が
８０
％
を
超
え
て

要
注
意
の
状
態
で
あ
り
、
中
に
は

１
０
０
％
を
超
え
る
市
町
村
も
出

て
き
て
い
ま
す
。

　
村
は
88
・
5
％
で
、
県
内
３4
市

町
村
中
9
番
目
の
位
置
に
い
ま
す
。

県
平
均
は
９2
・
8
％
（
町
村
平
均

88
・
７
％
）。
全
国
平
均
91
・
8
％

は
下
回
っ
て
い
ま
す
が
、
80
％
を

　平成２０年度の決算の状況をお知らせします。馬路村一般会計の歳入決算額は、１,７８９,１２７千円で、前年
度１,６１５,６１６千円に比べ１７３,５１１千円(１０.７%）の増となっています。歳出決算額は、１,６６１,３８３千円で、前
年度１,５３５,８５２千円と比較すると１２５,５３１千円（８.２%)の増となっています。
　歳入歳出それぞれ増額となった主な理由は、前年度からの林道開設事業費、災害復旧事業費の繰越があ
ったことによるものです。 
　村の財政状況は県内の他市町村と比較して、どうなっているでしょうか？財政指標でお示しします。

お
知
ら
せ

平成２０年度一般会計の歳入歳出決算額各
種
財
政
指
標
に
つ
い
て

平成２０年度平成２０年度 決算決算決算決算決算

災害復旧事業費
 91,188千円（5.5%）

維持補修費
18,036千円（1.1%）

積立金
66,712千円（（4.0%）

繰出金
特別会計への繰出金
67 80567,805千円千円（（4 1%4.1%））

投資及び
出資金
3,130千円（0.2%）

費扶助費
設入所費など福祉施設
230,722千円

（1.8%）

■歳出の状況
（1,661百万円）

物件費
消耗品・光熱水費
通信運搬費など
221,802千円（13.4%%）

補助費等
中芸広域連合負担金・
各種団体への補助などど
 231,335千円（13.9%%）

人件費
職員給与・手当など

291,668千円
　　　　 （17.6%）

費普通建設事業費
林道整備等公共事業・村道整備など林道整備等公共事業・
344,737千円
（20.7%）

公債費
借金の
返済金

294,248千円
（17.7%）

費義務的経費費
616,638千円
 (37.1%)

そその他の経費そ
608,820千円
（36.7%）

投資的経費
435,925千円
（26.2%）

村 税
村民税・固定資産税など村民税 固定資産税など
147,313千円（8.2%） その他その

担金・使用料など負担
79042,7 千円（2.4%）

入金繰入
金の取り崩し基金
02093,0 千円（5.2%）

収入諸収
付金・繰越金など寄付
8,254138 千円（7.8%）

交付金等その他の
税交付金地方消費税
税など地方譲与税

36,773 円千円（2.0%）

■歳入の状況
（1,789百万円）

国庫支出金
村が行う事業に対すする
国からの負担金や補助助金
228,586千円（12.88%）

県支出金
村が行う事業に対すする
県からの負担金や補補助金
58,777千円(3.3%）

村 債
村が行う事業の
ために借りたお金ために借りたお金
 167,874千円（9.4%）

地方交付税
所得税・酒税など国税を基準に
基づき、配分される交付金
875,740千円（48.9%）

自主財源
421,377千円
（23.6%））

依存財源
1,367,750千円
（76.4%）
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超
え
て
お
り
、

注
意
が
必
要
で

す
。

　
　

２
　
実
質
公
債

費
比
率

　
借
金
の
返
済

に
よ
る
財
政
負

担
の
程
度
を
示

す
も
の
で
す
。

　
現
行
の
地
方

財
政
制
度
で
は
、

借
金
の
返
済
金

の
一
部
が
地
方

交
付
税
に
よ
っ

て
ま
か
な
わ
れ

る
仕
組
み
と
な

っ
て
い
ま
す
。
地
方
交
付
税
で
ま

か
な
わ
れ
た
も
の
を
除
き
、
自
分

で
借
金
を
償
還
す
る
度
合
い
を
見

る
た
め
の
指
標
で
す
。

　
こ
の
数
字
が
大
き
く
な
る
と
、

地
方
債
発
行（
借
金
の
借
入
）に
以

下
の
よ
う
に
制
限
が
出
て
き
ま
す
。

○
１８
％
未
満
の
団
体

　
　
　
地
方
債
の
発
行
は

　
　
　
国
と
の
協
議
が
必
要
。

○
１８
％
以
上
の
団
体

　
　
　
地
方
債
の
発
行
は

　
　
　
国
の
許
可
が
必
要
。

○
２５
％
以
上
の
団
体

　
　
　
一
般
の
事
業
等
の
地
方
債

の
発
行
が
制
限
さ
れ
る
。

　
村
は
14
・
9
％
で
、
県
内
34
市

町
村
中
9
番
目
の
位
置
に
い
ま
す
。

県
平
均
は
、
１８
・
2
％
で
あ
り
、

今
後
も
、
１８
％
を
超
え
な
い
よ
う

注
意
が
必
要
で
す
。

　
　

３
　地
方
債
現
在
高
比
率

　
こ
の
比
率
は
、
地
方
債
現
在
高

に
対
す
る
標
準
財
政
規
模
（
標
準

的
に
収
入
し
う
る
地
方
税
、
地
方

交
付
税
等
「
経
常
一
般
財
源
」
）

の
割
合
を
示
し
、
２
５
０
％
を
超

え
る
と
警
戒
エ
リ
ア
、
３
０
０
％

を
超
え
る
と
危
険
エ
リ
ア
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
村
は
２
0
1
・
4
％
で
県
内
34

市
町
村
中
19
番
目
に
位
置
し
て
い

ま
す
。
県
平
均
は
２
4
5
・
0
％

で
、
率
は
減
少
傾
向
に
あ
り
今
後

少
し
ず
つ
減
っ
て
い
く
と
予
想
さ

れ
ま
す
。

　
平
成
20
年
度
に
お
け
る
地
方
債

（
借
金
）の
借
入
残
高
は
二
十
億
千

二
百
七
十
九
万
七
千
円
で
19
年
度

末
よ
り
九
千
七
百
万
円
ほ
ど
減
少

し
て
い
ま
す
。

　
　

４
　積
立
金
現
在
高
比
率

　
平
成
20
年
度
末
に
お
け
る
積
立

金（
貯
金
）の
現
在
高
は
十
六
億
二

千
三
百
五
十
七
万
六
千
円
で
19
年

度
末
現
在
よ
り
七
百
六
十
八
万
六

梼 原 町

津 野 町

田 野 町

土 佐 市

大 豊 町

土 佐 町

仁淀川町

芸 西 村

馬 路 村

大 川 村

大 月 町

四万十町

日 高 村

佐 川 町

北 川 村

黒 潮 町

四万十市

本 山 町

南 国 市

土佐清水市

香 美 市

い の 町

高 知 市

越 知 町

宿 毛 市

奈半利町

東 洋 町

三 原 村

香 南 市

安 田 町

中土佐町

安 芸 市

須 崎 市

室 戸 市

【各種財政指標市町村別一覧表】
経 常 収 支 比 率

順 市町村名 数 値

1

2

3

4

5

6

6

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

20

22

23

23

25

26

27

28

29

29

31

32

33

34

68.9

72.8

80.9

84.3

86.8

86.9

86.9

88.4

88.5

89.0

89.5

90.0

90.3

90.5

91.3

91.7

92.1

92.6

93.0

93.1

93.1

93.2

93.3

93.3

93.7

94.2

94.3

94.7

94.8

94.8

95.0

95.1

98.7

100.6

危
　
険
　
エ
　
リ
　
ア

１ 実質公債費比率
（ 3ヵ年 平 均 ）

順 市町村名 数 値

8.8

9.2

10.0

10.6

12.4

13.5

13.6

14.3

14.9

15.0

15.3

15.3

15.5

15.7

16.1

16.7

17.3

17.5

17.6

18.1

18.5

18.7

18.7

18.8

19.4

19.5

19.9

20.1

20.1

20.2

20.5

22.5

23.5

27.6

本 山 町

土 佐 町

東 洋 町

越 知 町

北 川 村

梼 原 町

芸 西 村

佐 川 町

田 野 町

香 美 市

土 佐 市

津 野 町

中土佐町

い の 町

日 高 村

南 国 市

仁淀川町

宿 毛 市

馬 路 村

大 豊 町

黒 潮 町

大 川 村

奈半利町

香 南 市

三 原 村

四万十市

室 戸 市

四万十町

安 田 町

大 月 町

土佐清水市

安 芸 市

須 崎 市

高 知 市

地方債現在高比率

順 市町村名 数 値

1

2

3

4

5

6

7

8

9

9

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

21

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

134.9

140.0

156.5

164.7

139.4

167.1

167.9

168.0

180.1

180.1

180.4

180.5

180.8

181.4

182.8

185.2

186.9

188.7

201.4

201.7

206.3

206.3

207.6

212.7

226.9

228.2

234.6

235.5

243.3

243.6

246.2

260.4

308.9

315.7

梼 原 町

馬 路 村

北 川 村

芸 西 村

北 川 村

田 野 町

奈半利町

津 野 町

い の 町

中土佐町

三 原 村

土 佐 市

大 豊 町

大 川 村

仁淀川町

黒 潮 町

土 佐 町

香 美 市

佐 川 町

香 南 市

本 山 町

四万十町

日 高 村

越 知 町

四万十市

東 洋 町

宿 毛 市

安 芸 市

室 戸 市

大 月 町

南 国 市

高 知 市

土佐清水市

須 崎 市

積立金現在高比率

順 市町村名 数 値

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

215.3

159.8

157.0

150.0

139.4

134.4

121.2

102.4

99.6

99.3

95.8

86.3

84.0

83.0

77.9

75.2

74.8

73.9

65.9

57.0

56.5

48.4

47.3

47.2

41.4

40.3

26.5

25.6

22.0

21.7

16.4

11.4

11.1

8.2

※対標準財政規模（臨時財政対策債含む）※対標準財政規模（臨時財政対策債含む）

２ ３ ４

　
役
場
の
勤
務
時
間
が
来
年
1
月

よ
り
変
更
に
な
り
ま
す
。

　
勤
務
時
間
は
、
始
業
が
午
前
８

時
３０
分
か
ら
、
終
業
が
午
後
５
時

１５
分
ま
で
と
な
り
、
終
業
が
１５
分

早
く
な
り
ま
す
。

　
住
民
票
等
の
交
付
事
務
、
税
金

等
の
収
納
時
間
が
変
わ
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

(注１）実質公債費比率は「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に基づき算定されたものである。
　　　

津 野 町

大 豊 町

梼 原 町

土 佐 市

北 川 村

芸 西 村

黒 潮 町

大 月 町

馬 路 村

中土佐町

香 美 市

田 野 町

大 川 村

仁淀川町

越 知 町

佐 川 町

土 佐 町

四万十町

室 戸 市

四万十市

い の 町

東 洋 町

奈半利町

日 高 村

高 知 市

香 南 市

南 国 市

土佐清水市

安 田 町

本 山 町

宿 毛 市

三 原 村

須 崎 市

安 芸 市

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

11

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

22

24

25

26

27

28

28

30

31

32

33

34

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

千
円
減
少
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
比
率
は
、
積
立
金
現
在

高
に
対
す
る
標
準
財
政
規
模
の

割
合
を
示
し
て
い
ま
す
。
４０
％

以
下
に
な
る
と
警
戒
エ
リ
ア
、

２５
％
以
下
で
危
険
エ
リ
ア
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
村
は
１
５
９
・
８
％
と
県
内
３４

市
町
村
中
２
番
目
に
位
置
し
て

い
ま
す
。
県
平
均
は
４３
・
３
％
で
、

村
の
積
立
金
現
在
高
比
率
は
良

好
な
状
態
で
す
。

　
以
上
の
指
標
か
ら
、
村
は
地

方
債（
借
金
）及
び
公
債
費（
借
金

の
返
済
金
）の
動
向
に
特
に
注
意

を
払
い
、
積
立
金
（
貯
金
）
を
上

手
に
使
い
な
が
ら
、
財
政
運
営

を
行
う
こ
と
が
重
要
で
す
。

平成平成２０年度年度平成平成２０年度年度平成２０年度 決算決算
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平
成
二
十
一
年
十
月
二
十
日
か
ら
、
新
し
く
副
村
長
に
甫
木
康
徳

氏
、
十
月
二
十
一
日
か
ら
、
再
任
で
教
育
長
に
岡
田
元
生
氏
が
そ
れ
ぞ

れ
就
任
し
ま
し
た
。
村
行
政
に
力
強
い
風
を
吹
か
せ
て
く
れ
る
こ
と
を

期
待
し
ま
す
。

　
こ
の
た
び
馬
路
村
副
村
長
の
重
責
を
命
ぜ
ら
れ

ま
し
た
。
そ
の
責
任
の
重
大
さ
に
思
い
を
い
た
し
、

身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

　
さ
て
国
政
で
は
、
民
主
党
政
権
が
誕
生
し
、
い

ろ
い
ろ
な
分
野
で
事
業
の
見
直
し
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
た
め
、
地
方
自
治
体
で
は
、
ま
す
ま

す
先
が
読
み
に
く
い
状
況
と
な
り
ま
し
た
。

　
馬
路
村
で
は
、
国
の
景
気
対
策

に
よ
る
事
業
の
前
倒
し
に
よ
り
、

公
共
施
設
の
耐
震
対
策
や
、
住
宅

の
確
保
・
ヘ
リ
ポ
ー
ト
の
整
備
な
ど
、

本
年
度
に
お
い
て
一
定
の
進
捗
は

あ
る
も
の
の
、
基
幹
産
業
で
あ
る
農
林
業
の
振
興

や
若
者
の
定
住
の
た
め
の
施
策
、
少
子
化
対
策
、

高
齢
者
福
祉
な
ど
数
々
の
問
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
三
十
二
年
間
の
役
場
勤
務
の
経
験

を
十
分
に
生
か
し
、
上
治
村
長
の
も
と
、
職
員
と

協
力
し
て
、
村
民
の
皆
様
方
と
と
も
に
、
知
恵
を

出
し
合
い
、
工
夫
を
凝
ら
し
な
が
ら
、
「
将
来
に

わ
た
っ
て
自
立
で
き
る
村
づ
く
り
」
を
進
め
て
い

く
の
が
、
副
村
長
と
し
て
の
使
命
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
今
年
の
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
の
合
言
葉
の
よ
う
に
「
一

歩
前
へ
」
と
い
う
気
持
ち
で
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
な
に
と
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
副
村
長
】

【
教
育
長
】

就任のごあいさつ

甫木　康徳
（55歳　影）

岡田　元生
（59歳　相名）

　
教
育
委
員
と
し
て
再
任
さ
れ
、
そ
の
後
、
委
員

の
互
選
に
よ
り
教
育
長
に
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
期
目
で
は
文
部
科
学
省
か
ら
指
定
の
受
け
た

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
推
進
に
取
り
組
み
、
後
半
に
は

高
知
県
の
課
題
で
あ
る
学
力
の
向
上
、
基
礎
学
力

の
定
着
の
た
め
、
主
に
家
庭
で
の
学
習
習
慣
定
着

へ
の
取
り
組
み
や
少
子
化
・
複
式
化
へ
の
対
策
と

し
て
、
小
・
中
学
校
の
連
携
の
推
進
を
行
い
ま
し

た
。
個
人
個
人
に
応
じ
た
学
校
教
育
で
の
取
り
組

み
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
将
来
へ
の
「
生
き
る
力
」
の

育
成
を
重
点
に
引
き
続
き
こ
れ
ら
の
課
題
に
、
学

校
・
保
護
者
・
地
域
と
共
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　
ま
た
、
関
係
組
織
や
地
域
の
方
々
と
共
に
社
会

教
育
の
推
進
で
元
気
な
村
づ
く
り
を
皆
様
方
の
ご

指
導
や
ご
協
力
を
い
た
だ
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
の
で
、
な
に
と
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ

げ
ま
す
。

　
人
事
（
十
一
月
一
日
付
）

　
【
会
計
管
理
者
】

　
　
　
清
岡
　
幸
子
（
議
会
事
務
局
長
か
ら
）

　
【
議
会
事
務
局
長
】

　
　
　
清
岡
　
隆
（
産
業
建
設
課
か
ら
）

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

　
高
知
県
歯
科
医
師
会
主
催
の
平
成
21
年
度
「
歯
・
口
の
健
康
に

関
す
る
啓
発
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
、
家
族
で
『
歯
と
口
の
健
康
』

に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
る
こ
と
に
よ
り
、
歯
の
衛
生
へ
の
関
心
を

一
層
高
め
る
き
っ
か
け
づ
く
り
の
た
め
応
募
し
た
結
果
、
魚
梁
瀬

中
学
校
２
年
生
　
振
角
　
新
く
ん
が
応
募
総
数
1
5
4
3
点
の
中

か
ら
優
秀
作
品
７
名
に
選
ば
れ
、
見
事
R
K
C
特
別
賞
に
輝
き
ま

し
た
。

　
受
賞
の
連
絡
が
あ
っ
た
時
は
「
え
ー
っ
」
と
驚
い
た
そ
う
で
す

が
、
前
の
学
校
で
も
同
様
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　
子
ど
も
の
頃
か
ら
お
母
さ
ん
に
「
し
っ

か
り
歯
磨
き
を
す
る
よ
う
に
」
と
言

わ
れ
て
育
っ
て
お
り
、
小
学
生
の
時

か
ら
今
ま
で
虫
歯
の
な
い
健
康
な
歯

を
し
て
い
ま
す
。

受
賞
標
語

『
白
い
歯
が

　
　
こ
ぼ
れ
る
笑
顔
の

　
　
　
　
き
み
が
好
き
』

Ｒ
Ｋ
Ｃ
特
別
賞
を
受
賞

Ｒ
Ｋ
Ｃ
特
別
賞
を
受
賞

ふ
り
か
ど

　あ
ら
た
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◆
協
働
の
森
と
は
？

　
２
０
０
５
年
、
高
知
県
が
始
め
た
取
り

組
み
が
「
協
働
の
森
作
り
事
業
」
で
す
。

環
境
先
進
企
業
・
県
・
市
町
村
が
パ
ー
ト
ナ
ー

ズ
協
定
を
結
び
、
協
賛
金
の
提
供
と
森
林

保
全
活
動
へ
の
参
加
に
よ
る
「
森
林
再
生
」
、

社
員
や
顧
客
な
ど
の
企
業
関
係
者
と
地
域

の
間
の
「
交
流
の
促
進
」
を
柱
と
し
た
、

豊
か
な
森
林
の
再
生
を
目
指
し
た
取
り
組

み
で
す
。

　
馬
路
村
は
、
高
知
県
・
株
式
会
社
損
害

保
険
ジ
ャ
パ
ン
と
、
平
成
１９
年
１
月
２４
日

か
ら
平
成
２２
年
３
月
末
ま
で
協
定
が
結
ば

れ
ま
し
た
。

◆
協
定
森
林

　
こ
の
協
定
で
対
象
と
な
っ
て
い
る
森
林
は
、

馬
路
村
字
清
吾
谷
・
北
寺
・
榊
谷
と
、
安

田
町
瀬
切
字
ヒ
山
ケ
谷
の
４
カ
所
で
、
合

計
面
積
４
３.
２
１
ｈａ
で
す
。

◆
交
流
活
動

・
間
伐
な
ど
森
林
の
整
備

・
柚
子
収
穫
体
験

・
曲
げ
わ
っ
ぱ
作
り
体
験

◆
間
伐
実
績

間
伐
　
１
８.
４
ｈａ

２１
年
度
予
定

間
伐
　
３.
４
９
ｈａ

広
葉
樹
林
整
備
　
３
ｈａ

◆
最
後
に
…

　
損
保
ジ
ャ
パ
ン
と
の
交
流
活
動
に
は
毎

年
１
０
０
人
を
超
す
参
加
が
あ
り
、
去
る

１１
月
７
日
に
は
、
間
伐
や
柚
子
の
収
穫
な

ど
初
め
て
の
体
験
に
、
み
ん
な
楽
し
そ
う

に
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

　
高
知
県
で
は
、
毎
月
19
日
を
「
家
族
そ
ろ
っ

て
い
た
だ
き
ま
す
の
日
」
と
設
定
し
て
い

ま
す
。
こ
の
日
は
、
で
き
る
限
り
地
域
の

食
材
を
使
い
、
家
族
で
調
理
し
、
家
族
そ
ろ
っ

て
ゆ
っ
く
り
食
事
を
い
た
だ
き
な
が
ら
食

育
に
つ
い
て
考
え
実
践
す
る
日
と
し
て
い

ま
す
。
特
に
６
月
は
全
国
で
「
食
育
月
間
」

と
し
て
盛
り
上
が
り
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
村
で
は
、
地
域
の
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
さ
ん
が
、

「
ち
ゃ
ん
と
食
べ
る
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に

食
育
を
実
践
す
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

三
食
食
べ
る
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ
る
、

マ
ナ
ー
良
く
食
べ
る
、
な
ど
様
々
な
「
ち
ゃ

ん
と
」
が
あ
り
ま
す
が
、
皆
さ
ん
は
い
か

が
で
す
か
。

　
「
お
い
し
い
」
は
健
康
な
か
ら
だ
、
「
楽

し
い
」
は
豊
か
な
こ
こ
ろ
、
「
元
気
」
は

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
環
境
へ
配
慮
す

る
力
を
育
て
ま
す
。
地
元
の
食
材
を
使
っ

た
様
々
な
体
験
や
実
践
を
通
じ
、
体
に
良

い
食
べ
物
を
選
ぶ
力
、
調
理
で
き
る
力
、

食
事
の
マ
ナ
ー
や
い
わ
れ
な
ど
の
食
の
文

化
を
受
け
継
ぎ
発
展
さ
せ
る
力
を
育
て
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

　
去
る
１０
月
１９
日
に
馬
路
村
農
協
ゆ
ず
の

森
加
工
場
前
に
て
、
馬
路
村
食
生
活
改
善

推
進
協
議
会
と
う
ま
じ
健
康
ニ
コ
ニ
コ
会

が
合
同
で
、
「
家
族
そ
ろ
っ
て
い
た
だ
き

ま
す
の
日
」
の
啓
発
を
行
い
ま
し
た
。

交流活動
参加者集合写真

間伐の様子

啓発の様子（ゆずの森）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

協
働
の
森
「
損
保
ジ
ャ
パ
ン
い
き
い
き
共
生
の
森
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
交
流
活
動

毎
月
19
日
は

　
　
　
家
族
そ
ろ
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
日
！

僕
も
こ
の
料
理
作

れ
る
よ
う
に
な
っ

た
よ
。

お
い
し
い
ね
。

自
然
の
恵
み
に

感
謝
し
な
い
と

い
け
な
い
ね
。

野
菜
、
魚
が
た
っ

ぷ
り
！

み
ん
な
で

食
べ
る
と

楽
し
い
ね
！



②

開
講
場
所

　
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー

1
階
会
議
室

開
講
日

　
毎
週
土
曜
日13
:
00
〜
16
:
00

　代
表
者
の
紹
介

　
馬
路
村
日
浦

　
　
岩
城
佳
子
氏

受
講
生
数

　
　
　
　
5
人

活
動
の
様
子
な
ど

　
メ
ン
バ
ー
の
高
齢
化
に
よ
り
、

新
し
い
曲
へ
の
挑
戦
が
難
し
い
そ

う
で
す
。
も
っ
ぱ
ら
、
懐
メ
ロ
の

中
か
ら
好
き
な
楽
譜
を
探
し
、

「
あ
あ
で
も
な
い
」
「
こ
う
で
も

な
い
」
と
注
意
し
な
が
ら
稽
古
に

励
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
お
し
ゃ
べ
り
の
時
間
も

持
ち
、
出
会
い
の
時
間
も
大
切
に

し
て
い
ま
す
。

　
若
い
人
に
継
い
で
い
っ
て
も
ら

い
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
、
若

い
方
の
グ
ル
ー
プ
が
で
き
た
ら
講

師
を
探
し
て
、
基
礎
か
ら
始
め
た

い
そ
う
で
す
。
そ
し
て
、
自
分
た

ち
も
初
心
に
帰
っ
て
勉
強
す
る
の

も
良
い
そ
う
で
す
。

思
い
や
呼
び
か
け

　
「
音
楽
は
聞
く
人
も
弾

く
人
も
心
が
和
み
ま
す
。
今
、

人
生
は
長
く
な
っ
た
の
で

す
か
ら
、
ぜ
ひ
今
か
ら
退

職
後
も
楽
し
め
る
よ
う
に

中
年
の
方
に
始
め
て
も
ら

い
た
い
で
す
。
孫
た
ち
と

一
緒
に
童
謡
を
弾
く
の
も

夢
で
す
ね
」

大
正
琴
教
室

開
講
場
所

　
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー

2
階
ホ
ー
ル

開
講
日

　
毎
月
第
2
・
4
土
曜
日

13
:
30
〜
15
:
00

講
師
の
紹
介

　
安
芸
市
在
住

　
　
横
山
園
子
氏

受
講
生
数

　
　
　
　
12
人

活
動
の
様
子
な
ど

　
３
Ｂ
体
操
の
３
Ｂ
と
は
、
体

操
に
使
う
補
助
具
の
ボ
ー
ル
、

ベ
ル
、
ベ
ン
ダ
ー
の
頭
文
字
を

と
っ
た
も
の
で
す
。
こ
の
3
つ

の
補
助
具
で
体
を
助
け
、
子
ど

も
か
ら
高
齢
者
ま
で
誰
で
も
簡

単
に
体
を
動
か
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
ま
た
、
毎
年
1
回
の
県
大
会

が
、
昨
年
度
は
宿
毛
市
で
今
年

度
は
室
戸
市
の
体
育
館
で
開
催

さ
れ
、
サ
ー
ク
ル
か
ら
6
人
が

参
加
し
、
3
0
0
人
を
超
え
る

会
員
の
中
で
楽
し
く
汗
を
流
し

た
そ
う
で
す
。

思
い
や
呼
び
か
け

「
多
く
の
人
た
ち
と
出
会
い
、

ふ
れ
あ
う
こ
と
も
勉
強
の
一
つ

か
な
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も

サ
ー
ク
ル
で
一
緒
に
気
持
ち
の

よ
い
汗
を
流
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

お
待
ち
し
て
い
ま
す
」

３
Ｂ
体
操
「
ゆ
ず
」
サ
ー
ク
ル

開
講
場
所

　
交
流
セ
ン
タ
ー

開
講
日

　
毎
週
水
曜
日

13
:
30
〜
15
:
30

講
師
の
紹
介

　
馬
路
村
影

　
　
　
岡
田
數
子
氏

受
講
生
数

　
　
　
　
9
人

活
動
の
様
子
な
ど

　
扇
子
な
ど
を
使
っ
た
踊
り
で
、
健

康
の
維
持
の
た
め
、
毎
回
楽
し
く
練

習
を
し
て
い
ま
す
。

　
年
に
一
度
の
納
涼
祭
及
び
芸
能
発

表
会
や
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
へ
の
慰
問

に
参
加
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ

う
に
努
力
し
て

い
ま
す
。

思
い
や
呼
び
か
け

　
「
練
習
の
合
間
に
お
茶
や
お
し
ゃ

べ
り
な
ど
を
し
、
若
い
人
か
ら
80
歳

以
上
の
人
も
練
習
し
て
い
ま
す
。
足

が
痛
く
て
も
、
腰
が
痛
く
て
も
、
そ

の
時
は
忘
れ
ま
す
。
元
気
に
な
り
ま

す
よ
。
結
民
踊
サ
ー
ク
ル
に
入
り
ま

せ
ん
か
」

結
民
踊
サ
ー
ク
ル
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特
集

文
化
の
秋

芸
術
の
秋

文
化
の
秋

芸
術
の
秋

　
早
い
も
の
で
秋
も
終
わ
り
冬
の
季
節
の
到
来
と
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
村
の
文
化
活
動
は
語
ら
い
の
場
や
趣
味
の
場
と
し
て
、
ま
た
、
ク
リ

ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
や
発
表
会
に
向
け
て
日
々
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
前
号
に
引
き
続
き
村
の
文
化
活
動
を
特
集
紹
介
し
ま
す
。



ギター教室

コーラス（ハミングゆ～ず）

太極拳教室

宵
　
　
路
　
　
会

広報うまじ250号 ――――（７

開
講
場
所

 
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー2

階
ホ
ー
ル

開
講
日

　
毎
週
月
曜
日

　
　
　
　
19
:
00
〜
21
:
00

講
師
の
紹
介

　
田
野
町
の
鍼
灸
指
圧
治
療
院

 
 
 
中
村
大
介
氏

受
講
生
数

　
　
　
　
9
人

活
動
の
様
子
な
ど

　
教
室
で
は
始
め
に
、
ス
ト
レ

ッ
チ
で
体
を
ほ
ぐ
し
て
か
ら
、

ポ
ー
ズ
を
一
つ
一
つ
区
切
っ
て

基
本
練
習
を
し
て
か
ら
、
太
極

拳
二
十
四
式
を
2
回
通
し
て
、

最
後
に
整
理
運
動
を
し
て
終
わ

り
ま
す
。
太
極
拳
は
中
国
の
伝

統
武
術
の
一
つ
で
、
中
国
で
は

朝
、
公
園
な
ど
で
た
く
さ
ん
の

人
が
、
太
極
拳
を
行
っ
て
い
る

の
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
そ
う

で
す
。
ま
た
、
練
習
を
継
続
し

て
い
け
ば
、
体
質
改
善
や
病
気
の

予
防
、美
容
に
も
効
果
が
あ
り
、

老
若
男
女
だ
れ
に
で
も
で
き
る

健
康
法
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

思
い
や
呼
び
か
け

 
「
週
に
一
度
で
も
体
を
動
か

す
こ
と
で
、
肩
こ
り
な
ど
の
予

防
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
い

ま
す
。
今
は
、
講
師
の
方
の
都

合
で
し
ば
ら
く
教
室
を
休
ん
で

い
ま
す
が
、
再
開
し
た
ら
頑
張

っ
て
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
一
緒
に
太

極
拳
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
」

開
講
場
所

 
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー

1
階
会
議
室

開
講
日

　
毎
週
水
・
木
・
金
曜
日

　
　
　
17
:
00
〜
20
:
00

講
師
の
紹
介

　
馬
路
村
影

　
　
西
岡
右
補
氏

　
　
ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
歴

　
　
　
　
　
　
　
　
43
年

　
大
阪
在
住
の
時
、
小
中

学
生
対
象
に
今
ま
で

2
0
0
人
近
く
指
導
す
る
。

受
講
生
数

　
　
　
　
18
人

活
動
の
様
子
な
ど

　
ギ
タ
ー
を
や
さ
し
く
簡
単
に
弾
け

る
よ
う
に
主
に
ギ
タ
ー
の
二
重
奏
を

中
心
に
指
導
し
て
い
ま
す
。
独
奏
曲

も
親
し
み
や
す
い
曲
を
中
心
に
教
え

て
い
ま
す
。

思
い
や
呼
び
か
け

　
「
習
い
事
は
大
体
月
謝
が
高
く
、

習
う
人
は
限
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

今
は
、
大
人
が
千
円
、
子
ど
も
は
無

料
で
す
が
、
2
年
後
は
会
費
制
に
し

て
、
月
五
百
円
で
皆
が
楽
し
ん
で
習

っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
」

お
知
ら
せ

　
来
年
1
月
11
日
（
月
）
に
子
ど
も

中
心
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
ゆ
ず
の
森
加

工
場
で
開
催
し
ま
す
。
子
ど
も
た
ち

の
奏
で
る
美
し
い
音
色
を
聞
い
て
く

だ
さ
い
。

開
講
場
所

　
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー

2
階
ホ
ー
ル

開
講
日

　
毎
週
木
曜
日

　
　
　
　
19
:
30
〜
20
:
30

講
師
の
紹
介

　
北
川
村
在
住

 
 
徳
広
淳
也
氏

 
 
 
平
成
16
年
か
ら
指
導

　
安
芸
市
在
住

　
　
山
本
昌
史
氏

　
今
年
馬
路
中
学
校
へ
赴
任

　
　
　
月
1
〜
2
回
指
導
　

受
講
生
数

　
　
　
　
14
人

活
動
の
様
子
な
ど

 
今
年
で
結
成
12
年
目
に
な
り

ま
し
た
。
主
に
毎
年
12
月
に
行

う
、
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

で
発
表
す
る
曲
を
練
習
し
て
い

ま
す
。

思
い
や
呼
び
か
け

 

「
そ
こ
の
歌
う
こ
と
の
好
き
な

ア
ナ
タ
。
大
き
な
声
で
歌
う
と

ス
ッ
キ
リ
し
ま
す
よ
。
一
人
一

人
の
歌
声
が
き
れ
い
な
ハ
ー
モ

ニ
ー
を
生
む
瞬
間
を
一
緒
に
体

験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
難
し
い

こ
と
は
考
え
ず
、
気
軽
に
参
加

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
初
心
者
、

男
性
、
大
歓
迎
で
す
」

お
知
ら
せ

　
12
月
12
日
（
土
）
に
就
業
改

善
セ
ン
タ
ー
で
コ
ン
サ
ー
ト
を

行
い
ま
す
。
皆
さ
ん
ぜ
ひ
お
い

で
く
だ
さ
い
。

開
講
場
所

　
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
2
階
ホ
ー
ル

開
講
日

　
　
毎
月
第
1
・
3
日
曜
日

　
　
　
　
13
:
00
〜
15
:
00

講
師
の
紹
介

　
竹
正
里
子
氏

　
　
花
柳
流
　
師
範

　
高
知
県
日
本
舞
踊
協
会
員

　
　
安
芸
市
納
涼
祭
審
査
員

受
講
生
数

　
　
　
　
9
人

活
動
の
様
子
な
ど

　
馬
路
村
行
事
な
ど
に
参
加

　
宵
寿
美
会
発
表
会
（
年
2
回
）

お
知
ら
せ

　
「
安
田
町
文
化
セ
ン
タ
ー

で
毎
年
7
月
に
発
表
会
を
し

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
見
に
来

て
く
だ
さ
い
」
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　平成２１年９月定例議会は、９月１０日から１６日までの７日間の日程で行われた。
初日は、諸般の報告の後、固定資産評価審査委員会委員の任命同意、平成２０
年度財政健全化判断比率及び資金不足比率の報告を受けた。その後１９件の
議案説明が行われた。
　１１日から１４日までは議案精査のため休会。１５日は一般質問を３氏が行い、
その後、議案の質疑採決をして閉会した。

一
般
質
問

９
月
定
例
会

 

問
　
尾
谷
　
明
男
議
員

　
三
宝
山
の
松
枯
れ
対
策
を
村
は

実
施
し
て
い
な
い
。
観
光
面
か
ら

見
た
場
合
、
景
観
に
対
す
る
配
慮

が
欠
落
し
て
い
る
と
い
わ
ざ
る
を

得
な
い
。
ま
た
、
発
生
の
時
期
は

い
つ
頃
な
の
か
、
ど
の
よ
う
に
い

つ
対
応
す
る
の
か
伺
い
た
い
。

 

答
　
産
業
建
設
課
長

　
松
枯
れ
の
時
期
に
つ
い
て
は
平

成
5
年
頃
と
思
わ
れ
る
。
方
法
と

し
て
は
薬
剤
の
注
入
・
散
布
や
伐

倒
で
対
応
し
て
い
る
が
効
果
が
2
、

3
年
し
か
な
く
難
し
い
状
況
で
す
。

観
光
面
で
景
観
に
影
響
の
あ
る
と

こ
ろ
、
危
険
な
個
所
に
つ
い
て
は
、

森
林
組
合
と
協
議
し
て
伐
倒
す
る

な
ど
対
応
が
必
要
で
す
。
県
は
防

潮
、
防
風
林
は
積
極
的
に
や
っ
て

い
る
が
広
が
り
が
広
範
囲
の
た
め

手
が
回
ら
な
い
。
村
で
は
必
要
が

あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
補
正
予
算

を
計
上
し
伐
倒
の
方
で
対
応
し
て

い
き
た
い
。

 

問
　
尾
谷
　
明
男
議
員

　
二
級
河
川
安
田
川
の
管
理
責
任

に
つ
い
て

　
上
流
部
の
土
石
流
、
葦
の
繁
茂

に
よ
る
河
床
の
隆
起
に
よ
る
災
害

の
危
険
性
に
村
は
ど
の
よ
う
に
対

応
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。
河

川
管
理
責
任
者
で
あ
る
県
に
具
申

を
し
た
の
か
。

　
葦
の
発
生
の
原
因
と
今
後
の
対

策
を
お
聞
き
し
た
い
。
魚
類
に
影

響
の
少
な
い
、
葦
の
絶
滅
に
効
果

の
あ
る
薬
剤
が
あ
る
は
ず
だ
が
、

そ
の
使
用
も
考
え
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

 

答
　
村
長

　
安
田
川
の
管
理
者
は
高
知
県
で

あ
る
。
河
床
掘
削
を
含
め
た
葦
対

策
に
関
す
る
要
望
は
全
国
的
な
も

の
で
、
県
で
も
安
全
・
安
心
の
治

水
事
業
や
臨
時
交
付
金
な
ど
で
対

策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
予
算
の
問
題
も
あ
り
、
下
流
域

で
は
除
去
作
業
を
行
っ
て
、
上
流

で
は
調
査
を
行
い
、
緊
急
度
合
い

に
よ
り
検
討
す
る
と
い
う
こ
と
で

す
。

　
山
腹
の
崩
壊
等
に
よ
る
土
砂
の

川
へ
の
堆
積
に
つ
い
て
は
、
上
流

域
に
位
置
す
る
国
有
林
に
対
し
て

治
山
事
業
を
要
望
す
る
と
と
も
に

葦
の
繁
茂
に
つ
い
て
は
家
庭
環
境

か
ら
の
努
力
も
続
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

答
　
健
康
福
祉
課
長

　
昔
に
比
べ
葦
が
繁
茂
す
る
理
由

は
、
上
流
で
土
砂
崩
壊
が
あ
っ
て
、

土
砂
が
た
ま
っ
て
陸
の
部
分
が
増

え
た
こ
と
、
家
庭
排
水
等
に
よ
る

富
栄
養
化
が
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

近
年
大
き
な
水
が
出
な
い
た
め
、

位
置
の
固
定
化
、
規
模
の
拡
大
も

い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
対
策
と
し
て
は
、
重
機
を
入
れ

て
根
こ
そ
ぎ
処
理
す
る
か
、
刈
り

取
り
を
ま
め
に
行
っ
て
徐
々
に
少

な
く
し
て
い
く
し
か
な
い
と
思
わ

れ
ま
す
。
村
と
し
て
は
、
安
田
川

の
環
境
問
題
に
取
り
組
み
河
川
の

清
掃
や
浄
化
槽
の
設
置
、
家
庭
排

水
の
浄
化
の
た
め
、
化
学
洗
剤
の

使
用
を
少
な
く
す
る
啓
発
活
動
、

環
境
浄
化
液
「
え
ひ
め
A
I
」
の

普
及
を
進
め
て
い
ま
す
。
絶
滅
に

効
果
の
あ
る
薬
剤
に
つ
い
て
は
確

認
で
き
て
な
い
の
で
、
今
後
勉
強

し
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

 

問
　
山
中
　
隆
議
員

　
防
災
対
策
、
訓
練
等
本
年
は
行

わ
れ
て
い
な
い
。
年
１
回
程
度
は

自
主
防
災
会
議
を
開
催
す
る
と
と

も
に
、
周
知
徹
底
を
行
い
、
訓
練

を
行
う
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
。
自
主
防
災
組
織
は
自
分
た
ち

で
考
え
て
自
主
的
に
や
れ
で
は
い

け
な
い
。
ま
た
警
報
が
出
た
ら
役

場
の
職
員
は
第
１
配
備
体
制
で
は

な
い
の
か
。
８
月
の
大
雨
警
報
発

令
後
、
体
制
は
配
備
さ
れ
て
な
か

っ
た
。

 

答
　
総
務
課
長

　
（
防
災
訓
練
等
の
実
施
状
況
を

報
告
す
る
と
と
も
に
、
本
年
度
の

訓
練
の
予
定
に
つ
い
て
説
明
）

　
自
主
防
災
組
織
の
活
発
化
と
組

織
の
問
題
点
の
点
検
を
主
体
的
に

行
っ
て
も
ら
う
た
め
各
自
主
防
災

組
織
が
日
程
を
設
定
し
訓
練
を
行

い
、
そ
の
と
き
消
防
団
、
役
場
職

員
が
指
導
に
出
向
き
ま
す
。
防
災

訓
練
は
繰
り
返
し
行
う
こ
と
が
重

要
な
の
で
今
後
も
継
続
的
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
警
報
発
令
の
件
に
つ
い
て
は
、

そ
の
と
き
の
馬
路
の
状
況
、
魚
梁

瀬
の
状
況
、
雨
の
状
況
か
ら
、
総

務
課
長
の
判
断
で
行
い
ま
し
た
。

職
員
の
招
集
に
つ
い
て
は
状
況
に

応
じ
た
対
応
を
し
て
い
ま
す
。

 

答
　
村
長

　
「
危
機
管
理
」
と
い
う
と
こ
ろ

で
今
後
職
員
に
つ
い
て
は
、
休
日
、

夜
間
な
ど
時
間
外
に
災
害
時
の
対

応
に
つ
い
て
の
訓
練
も
行
っ
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

 

問
　
山
中
　
隆
議
員

　
政
権
交
代
に
よ
る
予
算
編
成
に

対
す
る
考
え
方
に
つ
い
て
、
村
長

は
状
況
を
把
握
し
て
い
な
い
か
。

新
政
権
に
対
し
て
ど
う
い
う
感
情

を
持
ち
対
策
を
と
っ
て
い
く
の
か

を
伺
い
た
い
。

　

 

答
　
村
長

No.118
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議
案
と
審
議
結
果

　
民
主
党
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
実

行
に
つ
い
て
地
方
の
自
主
財
源
増
、

予
算
の
全
面
組
み
替
え
が
気
に
な

っ
て
い
る
。
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
の

整
備
事
業
等
自
治
体
の
持
ち
出
し

が
多
く
な
っ
た
り
す
る
と
村
全
体

の
予
算
へ
の
影
響
が
出
て
く
る
。

国
か
ら
の
情
報
は
今
の
と
こ
ろ
知

り
え
な
い
が
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
沿

っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
を
前
提
に

し
、
そ
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら

今
後
も
村
の
対
応
を
考
え
て
い
き

た
い
。

 

問
　
岩
城
　
佳
子
議
員

　
日
本
で
も
、
地
球
温
暖
化
に
よ

る
異
常
気
象
で
集
中
豪
雨
に
よ
る

被
害
が
多
く
出
て
い
る
。
城
山
の

山
林
に
は
そ
の
危
険
性
は
な
い
の

か
。

　
影
村
民
の
共
有
の
山
と
聞
い
て

い
る
が
馬
路
村
の
中
心
に
あ
る
山

で
も
あ
り
今
後
こ
の
山
を
ど
の
よ

う
に
活
か
し
て
い
く
の
か
、
見
守

っ
て
い
く
べ
き
と
思
う
が
村
長
の

考
え
を
問
う
。

 

答
　
村
長

　
3
年
前
に
森
林
救
援
隊
の
協
力

に
よ
り
間
伐
率
３０
％
の
割
合
で
間

伐
を
す
べ
て
行
っ
て
お
り
森
林
整

備
の
観
点
か
ら
は
、
森
林
組
合
も

そ
の
後
調
査
し
た
結
果
、
現
在
危

険
な
状
態
で
は
な
い
と
い
う
こ
と

で
す
。

　
今
後
、
災
害
、
森
林
環
境
、
観

光
、
通
信
電
波
等
の
関
係
を
考
え

森
林
組
合
と
所
有
者
と
の
施
業
計

画
に
基
づ
い
て
整
備
を
し
て
い
く

と
い
う
こ
と
、
ま
た
は
村
が
購
入

し
管
理
し
て
い
く
と
い
う
状
況
も

一
度
所
有
者
と
話
し
合
い
の
う
え
、

考
え
て
い
き
た
い
。

 

問
　
岩
城
　
佳
子
議
員

　
敬
老
会
の
会
場
に
つ
い
て
、
階

段
の
上
り
下
り
が
困
難
な
方
が
い

る
の
で
会
場
の
設
定
に
つ
い
て
検

討
し
て
も
ら
い
た
い
。

 

答
　
健
康
福
祉
課
長

　
馬
路
地
区
で
は
足
が
不
自
由
で

階
段
の
上
り
下
り
が
大
変
で
参
加

し
な
い
と
い
う
声
は
毎
年
聞
い
て

い
ま
す
。
本
年
も
開
催
会
場
の
候

補
地
と
し
て
柚
子
加
工
場
、
交
流

セ
ン
タ
ー
、
体
育
館
な
ど
も
検
討

し
ま
し
た
が
諸
条
件
か
ら
今
年
も

就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
で
行
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
来
年
度
に
つ
い
て
も
対
象
者
か

ら
聞
き
取
り
調
査
を
行
い
検
討
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
９
月
定
例
会
に
は
、
同
意
議
案

１
件
、
報
告
議
案
１
件
、
認
定
議

案
７
件
、
議
案
１２
件
提
出
さ
れ
、

い
ず
れ
も
同
意
、
可
決
さ
れ
た
。

（
抜
粋
掲
載
）
　
　

〇
平
成
２１
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
　
４
億
４
２
０
０
万
円
追
加
（
累

計
２４
億
６
０
９
０
万
円
）

　
主
な
補
正
は
、
村
内
の
ブ
ロ

ー
ド
バ
ン
ド
整
備
を
整
え
る
情

報
基
盤
整
備
工
事
費
３
億
１
千

円
、
林
道
の
災
害
復
旧
工
事
費

５
４
１
０
万
円
な
ど

〔
同
意
議
案
〕

◎
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
の
選
任

欠
員
と
な
っ
て
い
る
固
定
資
産

評
価
委
員
の
適
任
者
と
し
て
、

山
闢
惟
男
氏
の
選
任
に
同
意
し

た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
魚
梁
瀬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
闢
惟
男

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６２
歳
）

平
成
２０
年
度

決
算
審
査
意
見
書

　
平
成
２０
年
度
7
会
計
の
歳
入
歳

出
決
算
に
対
し
審
査
を
行
い
、
そ

れ
ぞ
れ
に
基
づ
く
意
見
書
を
各
執

行
機
関
長
へ
提
出
し
た
。

（
内
容
抜
粋
）

２０
年
度
の
決
算
額
は
、
全
会
計
総

計
で
歳
入
２１
億
9
0
2
3
万
7
千

円
、
歳
出
２０
億
4
1
8
8
万
7
千

円
で
あ
る
。

　
関
係
諸
帳
簿
、
証
拠
書
類
を
照

合
審
査
し
た
結
果
、
決
算
係
数
は

い
ず
れ
も
符
合
し
て
お
り
適
正
に

表
示
さ
れ
て
い
る
も
の
と
認
め
た
。

　
実
質
公
債
費
比
率
は
、
特
別
会

計
の
分
も
含
め
て
計
算
す
る
も
の

で
、
１８
％
を
超
え
る
と
財
政
健
全

化
計
画
を
立
て
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
が
、
平
成
１８
年
の
償
還
額
の
ピ
ー

ク
を
過
ぎ
、
１４.
9
％
で
前
年
度
よ

り
１.
９
％
減
少
し
て
お
り
、
財

政
健
全
化
計
画
は
必
要
な
い
。

第
7
回
臨
時
会

（
１０
月
１９
日
）

　
同
意
議
案
2
件
他
3
件
が
提
出

さ
れ
い
ず
れ
も
同
意
、
可
決
さ
れ

閉
会
し
た
。

〇
平
成
２１
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算５
５
０
万
円
追
加
（
累
計
２４
億

６
６
４
０
万
円
）

〇
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い

て
　
　
　
　
　

・
馬
路
中
学
校
屋
内
運
動
場
耐
震

補
強
及
び
改
修
工
事

・
馬
路
村
影
特
定
優
良
賃
貸
住
宅

新
築
工
事

〔
同
意
議
案
〕

〇
副
村
長
の
選
任

大
字
馬
路
四
二
四
番
地

甫
木
　
康
徳

　
昭
和
二
十
九
年
十
月
二
十
三
日
生

◎
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

大
字
馬
路
三
二
二
三
番
地

岡
田
　
元
生

昭
和
二
十
五
年
九
月
十
七
日
生

ス
ッ
キ
リ
し
ま
し
た
。草刈り実施後 草刈り前

安田川＜デイサービスセンター前＞



外
国
語
活
動
の
授
業
が

始
ま
っ
た
よ
！

魚
梁
瀬
小
学
校
で
は

馬
路
小
学
校
で
は

楽
し
か
っ
た
昔
体
験

買
い
物
を
す
る
前
に
、ま
ず
、

お
金（
英
語
の
数
）の
勉
強
中

おらが村の学校便り②おらが村の学校便り②おらが村の学校便り②

　
今
年
度
か
ら
、
小
学
校
５
・
６

年
生
で
年
間
３５
時
間
の
外
国
語
活

動
の
授
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
「
外
国
語
」
と
い
っ
て
も
主
に

英
語
の
学
習
を
し
て
お
り
、
英
語

で
歌
っ
た
り
、
踊
っ
た
り
、
会
話

を
楽
し
ん
だ
り
し
な
が
ら
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
行
い
、
実

際
に
役
立
つ
英
語
力
を
身
に
つ
け

て
い
こ
う
と
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
１０
月
１５
日
（
木
）
地
域
の
方
８

名
と
馬
路
小
学
校
３
・
４
年
生
１２

名
で
昔
体
験
を
天
保
の
家
で
行
い

ま
し
た
。

　
昔
の
道
具
を
使
っ
て
、
足
踏
み

米
つ
き
や
竹
を
利
用
し
て
の
お
箸

や
お
椀
づ
く
り
に
も
挑
戦
し
ま
し

た
。
足
踏
み
米
つ
き
で
は
石
で
作

ら
れ
た
大
き
な
臼
に
お
米
を
入
れ
、

長
い
き
ね
の
持
ち
手
に
２
人
が
乗
っ

て
お
米
を
つ
き
ま
し
た
。
と
っ
て

も
力
の
い
る
仕
事
で
百
回
つ
い
た

時
に
は
疲
れ
ま
し
た
。
お
じ
い
さ

ん
が
「
昔
は
お
嫁
さ
ん
の
仕
事
だ
っ

た
よ
」
と
言
っ
た
時
は
大
変
だ
っ

た
の
だ
と
驚
き
ま
し
た
。
昼
食
は

一
人
一
人
箱
膳
に
炊
き
立
て
の
ご

飯
を
竹
の
お
椀
に
入
れ
、
味
噌
汁
、

漬
け
物
に
じ
ゃ
こ
と
だ
ん
ご
を
盛

り
つ
け
て
、
自
分
た
ち
で
作
っ
た

お
箸
で
食
べ
ま
し
た
。

　
昔
の
人
の
苦
労
や
知
恵
を
地
域

の
方
に
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

　
魚
梁
瀬
小
学
校
、
馬
路
小
学
校

と
も
、
「
外
国
を
旅
行
し
よ
う
！
」

と
い
う
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
年
間
指

導
計
画
を
立
て
、
学
習
を
進
め
て

い
ま
す
。

　
実
際
に
旅
行
を
し
た
と
き
に
役

立
つ
英
会
話
な
ど
に
挑
戦
し
て
い

ま
す
。
毎
時
間
が
一
つ
一
つ
の
場

面
に
仕
立
て
ら
れ
て
お
り
、
担
任

の
江
島
先
生
と
中
学
校
の
寺
内
先

生
も
一
緒
に
学
習
し
て
い
ま
す
。

　
１
学
期
に
は
、
パ
ス
ポ
ー
ト
を

持
っ
て
飛
行
機
で
ハ
ワ
イ
に
到
着

し
ま
し
た
。
そ
し
て
２
学
期
。
ハ

ン
バ
ー
ガ
ー
店
や
服
屋
さ
ん
で
買

い
物
を
す
る
と
き
の
言
い
方
な
ど

を
勉
強
し
、
い
よ
い
よ
ホ
テ
ル
に

チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
で
す
。
自
分
の
サ

イ
ン
を
書
け
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、

ジ
ャ
ン
ケ
ン
を
し
て
、
勝
つ
と
サ

イ
ン
を
た
く
さ
ん
も
ら
え
る
と
い

う
ゲ
ー
ム
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　
外
国
語
活
動
の
時
間
に
は
、
音

楽
や
絵
、
笑
顔
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　
た
だ
英
語
が
話
せ
る
よ
う
に
な

る
た
め
だ
け
で
は
な
く
、
友
達
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
み

な
が
ら
、
自
然
に
使
え
る
よ
う
に

な
る
の
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
５
・
６
年
生
１６
名
が
毎
週
金
曜

日
に
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
ナ
オ
ミ
先
生
、

中
学
校
の
公
文
理
記
先
生
、
担
任

の
前
田
先
生
と
一
緒
に
外
国
語
活

動
の
勉
強
を
し
て
い
ま
す
。

　
外
国
旅
行
を
疑
似
体
験
す
る
授

業
で
は
、
４
月
に
自
分
の
パ
ス
ポ
ー

ト
を
作
る
こ
と
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
自
分
の
行
き
た
い
国
を
探
し

た
り
、
飛
行
機
で
機
内
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
る
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
を
し
た

り
し
ま
し
た
。
ま
た
、
時
に
は
、

ナ
オ
ミ
先
生
の
体
験
談
を
交
え
な

が
ら
、
外
国
の
文
化
や
伝
統
に
つ

い
て
も
学
習
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
憧
れ
の
国
で
の
観
光

や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
楽
し
む
場
面

の
会
話
練
習
を
し
て
、
さ
ら
に
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

米つき体験をしているところ

　広報うまじ250号 ――――（１０

Ｈow  much ？

ロック、ペイパー、シザース！
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馬
路
中
学
校

魚
梁
瀬
中
学
校

〜
郷
土
料
理
に
学
ぼ
う
〜

古式弓射式（熊野神社）

は
か
ま

おらが村の学校便り②

子
ど
も
の
声

★
僕
は
家
で
も
料
理
は
作
ら
な
い

し
、
う
ま
く
作
れ
る
か
な
と
思
っ

た
け
れ
ど
、
き
れ
い
に
作
れ
て
味

も
良
か
っ
た
の
で
、
ま
た
作
っ
て

み
た
い
な
と
思
い
ま
し
た
。
馬
路

に
は
色
々
な
郷
土
料
理
が
あ
る
こ

と
も
分
か
っ
た
し
、
と
て
も
い
い

勉
強
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
馬
路
村
の
自
慢
の
味
を

残
し
て
い
け
る
よ
う
に
頑
張
り
た

い
で
す
。

★
僕
は
、
初
め
て
錦
糸
卵
を
作
っ

た
。
最
初
は
ぐ
ち
ゃ
ぐ
ち
ゃ
に
な
っ

て
い
た
け
れ
ど
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
の

人
に
教
え
て
も
ら
っ
て
、
う
ま
く

作
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
す
い
と

ん
も
初
め
て
食
べ
て
、
す
ご
く
食

感
が
良
か
っ
た
。

★
ア
メ
ゴ
の
甘
露
煮
が
、
お
い
し

か
っ
た
で
す
。
五
目
寿
司
は
、
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
が
よ
く
作
る
の
で
、

ま
た
習
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
調

理
以
外
の
マ
ナ
ー
や
ル
ー
ル
な
ど

を
教
え
て
も
ら
っ
て
、
勉
強
に
な

り
ま
し
た
。

　
１０
月
２７
日
（
火
）
に
３
年
生
１３

名
は
、
馬
路
村
に
古
く
か
ら
伝
わ

る
郷
土
料
理
を
学
ぼ
う
と
い
う
こ

と
で
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
の
方
に
来
て

い
た
だ
い
て
料
理
を
教
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
日
作
っ
た
料
理
は
、
ア
メ

ゴ
の
甘
露
煮
・
柚
子
の
五
目
寿
司
・

ご
ま
あ
え
・
す
い
と
ん
汁
と
、
少

し
欲
張
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
で
し
た
が
、

分
か
り
や
す
い
説
明
と
的
確
な
指

示
で
、
２
時
間
後
に
は
、
み
ん
な

で
お
い
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

最
近
は
、
親
子
で
台
所
に
立
つ
と

い
う
機
会
も
、
め
っ
き
り
減
っ
て
、

郷
土
の
味
や
家
庭
の
味
を
伝
え
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
機
会
に
、
お
子
さ
ん
や
お

孫
さ
ん
と
、
料
理
を
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
大
変
、
充
実
し
た
２
時
間
で
し

た
。

　
1０
月
２６
日
（
月
）
、
村
内
４
校

の
小
中
学
校
で
は
、
自
然
写
真
家

の
松
本
紀
生
氏
に
よ
る
フ
ォ
ト
ラ

イ
ブ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
ラ

イ
ブ
は
、
松
本
さ
ん
と
馬
路
中
学

校
の
男
子
生
徒
の
偶
然
の
出
会
い

か
ら
実
現
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
松
本
さ
ん
は
大
学
時
代
、
写
真

家
の
星
野
道
夫
氏
の
影
響
を
受
け
、

単
独
で
ア
ラ
ス
カ
に
渡
り
、
勉
強

し
て
、
以
来
１０
年
に
わ
た
り
ア
ラ

ス
カ
の
大
自
然
や
、
オ
ー
ロ
ラ
を

撮
り
続
け
て
い
ま
す
。
今
回
の
ラ

イ
ブ
で
は
、
そ
ん
な
松
本
さ
ん
の

生
き
ざ
ま
を
、
ア
ラ
ス
カ
で
の
貴

重
な
映
像
と
と
も
に
、
小
学
生
に

も
分
か
り
や
す
い
口
調
で
、
お
話

し
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
10
月
16
日
（
金
）・
17
日
（
土
）

の
両
日
、
魚
梁
瀬
地
区
の
神
祭
が

あ
り
ま
し
た
。
神
社
の
境
内
で
は
、

紅
白
の
巫
女
の
衣
装
に
身
を
包
ん

だ
女
子
生
徒
た
ち
が
舞
を
さ
さ
げ
、

ま
た
、
男
子
生
徒
ら
に
よ
る
弓
射

式
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
弓
射
式
は
、
昔
か
ら
地
元
の
若

者
に
任
さ
れ
て
き
た
儀
式
で
、

「
鬼
」
と
書
か
れ
た
的
に
矢
を
放

ち
、
厄
を
払
う
と
い
う
も
の
で
す
。

中
学
生
も
、
烏
帽
子
に
袴
と
い
う

厳
か
な
衣
装
に
り
り
し
い
面
持
ち

で
的
に
向
か
い
ま
し
た
。
ね
ら
い

を
定
め
的
を
射
抜
く
と
、
「
ド
ン

ド
ン
ド
ン
」
と
太
鼓
の
音
が
鎮
守

の
森
に
鳴
り
響
き
ま
し
た
。

　
こ
の
神
祭
を
通
し
て
、
長
年
に

わ
た
り
受
け
継
が
れ
て
き
た
伝
統

に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「
極
寒
　
ア
ラ
ス
カ
大
冒
険
」

　
　
夢
に
向
か
っ
て
一
歩
を

　
　
　
　
　
踏
み
だ
そ
う

ご
っ
か
ん

フ
ォ
ト
ラ
イ
ブ
の
様
子

 
　
　（
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
）

　
ア
ラ
ス
カ
の
冬
の
気
温
は
、
マ

イ
ナ
ス
３０
度
〜
５０
度
、
そ
ん
な
極

寒
の
地
で
、
写
真
を
撮
り
続
け
る

松
本
さ
ん
。
た
っ
た
一
人
で
寂
し

く
な
い
の
か
と
思
い
ま
す
が
、
「
目

標
が
あ
る
と
寂
し
く
な
い
」
と
、

き
っ
ぱ
り
と
し
た
口
調
で
お
っ
し
ゃ

る
姿
に
強
い
意
志
を
感
じ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ラ
イ
ブ
の
最
後
に
は
、

「
僕
は
有
名
な
写
真
家
に
な
り
た

く
て
、
ア
ラ
ス
カ
に
渡
っ
た
わ
け

で
は
な
い
。
悔
い
の
な
い
人
生
を

送
り
た
か
っ
た
だ
け
で
す
」
「
夢

を
持
ち
続
け
る
こ
と
が
大
事
。
目

標
が
あ
る
人
は
、
と
り
あ
え
ず
一

歩
踏
み
出
し
て
み
て
く
だ
さ
い
」

と
お
話
を
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

川での出会いが交流のきっかけ

お
い
し
い
五
目
寿
司
の
で
き
あ
が
り

◇
古
式
ゆ
か
し
く
　

 
　
　
　
　
〜
舞
・
弓
射
式
〜

郷土料理の完成！

え

ぼ

し
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エ
コ
ア
ス
馬
路
村

馬
路
村
柚
子
加
工
場

魚
梁
瀬
保
育
所
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体験学習の様子

取材の様子

「
取
材
を
終
え
て
」

　
仕
事
内
容
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職

場
で
さ
ま
ざ
ま
で
し
た
が
、
み
ん

な
が
仕
事
を
通
じ
て
村
民
の
一
人

と
し
て
地
域
社
会
活
動
に
参
加
し
、

働
く
こ
と
の
大
切
さ
や
喜
び
、
苦

労
を
知
り
、
自
分
の
将
来
の
進
路

や
仕
事
の
選
択
に
生
か
せ
る
い
い

機
会
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
僕

は
、
緊
張
と
不
安
で
い
っ
ぱ
い
で

し
た
が
、
最
終
日
に
近
づ
く
に
つ

れ
て
、
「
一
週
間
は
早
か
っ
た
な
」

と
思
い
ま
し
た
。
僕
は
こ
れ
を
機

会
に
、
自
分
の
将
来
の
進
路
選
択

に
つ
い
て
じ
っ
く
り
考
え
て
み
よ

う
と
思
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
で

温
か
く
迎
え
ら
れ
、
多
く
の
方
々

に
大
変
お
世
話
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
こ
と
に
中
学
生
一
同
感
謝

致
し
ま
す
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
生
徒
た
ち
の
声
】

・
製
品
を
作
る
こ
と
は
、
思
っ
て

い
た
以
上
に
手
間
が
か
か
る
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。

・
職
場
の
皆
さ
ん
に
迷
惑
を
か
け

な
い
よ
う
に
、
ミ
ス
を
し
な
い

よ
う
に
心
が
け
ま
し
た
。

【
担
当
者
か
ら
の
声
】

・
あ
い
さ
つ
が
し
っ
か
り
で
き
て

い
て
、
み
ん
な
ま
じ
め
に
や
っ

て
く
れ
た
の
で
、
教
え
が
い
が

あ
り
ま
し
た
。

・
け
が
を
し
な
い
よ
う
に
注
意
し

て
い
ま
し
た
が
、
無
事
に
終
わ
っ

て
よ
か
っ
た
で
す
。

　取
材
を
し
て
の
感
想

　
製
造
機
械
で
う
ち
わ
な
ど
の
加

工
品
を
中
学
生
が
楽
し
く
作
っ
て

い
ま
し
た
。

【
生
徒
た
ち
の
声
】

・
接
客
は
初
め
て
で
少
し
緊
張
し

ま
し
た
が
、
い
ろ
い
ろ
な
人
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ

て
よ
か
っ
た
で
す
。

・
製
品
へ
の
シ
ー
ル
貼
り
な
ど
慣

れ
な
い
作
業
に
戸
惑
っ
た
け
れ

ど
、
責
任
を
持
っ
て
仕
事
に
取

り
組
む
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び

ま
し
た
。

・
難
し
い
作
業
が
多
か
っ
た
け
れ

ど
、
楽
し
か
っ
た
で
す
。

【
担
当
者
か
ら
の
声
】

・
最
初
は
、
教
え
る
の
が
大
変
だ

と
思
っ
て
い
た
け
れ
ど
、
や
っ

て
も
ら
っ
て
助
か
り
ま
し
た
。

・
接
客
の
と
き
は
、
自
分
が
お
客

さ
ん
の
気
持
ち
に
な
っ
て
仕
事

を
し
て
ほ
し
い
と
指
導
し
て
い

ま
し
た
が
、
よ
く
で
き
て
い
ま

し
た
。

　取
材
を
し
て
の
感
想

　
加
工
場
で
見
た
仕
事
は
、
思
っ

た
よ
り
、
ミ
ス
の
で
き
な
い
大
変

な
仕
事
だ
な
あ
、
と
思
い
ま
し
た
。

【
生
徒
た
ち
の
声
】

・
園
児
や
先
生
方
へ
の
言
葉
づ
か

い
や
あ
い
さ
つ
に
気
を
つ
け
ま

し
た
。

・
子
ど
も
の
目
線
に
立
っ
て
話
す

よ
う
に
心
が
け
ま
し
た
。

・
子
ど
も
が
喧
嘩
を
し
て
い
る
と

き
に
仲
直
り
を
さ
せ
る
の
は
難

し
か
っ
た
け
れ
ど
、
大
変
い
い

経
験
に
な
り
ま
し
た
。

【
担
当
者
か
ら
の
声
】

・
生
徒
が
職
場
体
験
に
来
て
子
ど

も
た
ち
と
遊
ん
で
く
れ
た
り
、

紙
芝
居
な
ど
工
夫
し
て
喜
ば
せ

て
く
れ
ま
し
た
。

・
掃
除
や
子
ど
も
た
ち
の
着
替
え

の
手
伝
い
を
し
て
く
れ
た
の
で
、

助
か
り
ま
し
た
。

　取
材
を
し
て
の
感
想

　
園
児
た
ち
の
お
世
話
を
し
た
り
、

集
合
さ
せ
た
り
す
る
仕
事
が
、
大

変
そ
う
で
あ
り
、
ま
た
、
難
し
そ

う
で
し
た
。

馬
路
中
学
校
２
年
生
　
岩
城
　
圭

職場体験学習は
・地域の人々とふれ合い、村民の一人として地域社会活動に参加する。
・働くことの大切さや喜び、苦労を知り、自分の将来の進路選択に生かす。
・仕事を通じて、協力することや思いやり、感謝など人として何が大切かを考える。
・人に頼らず、自分のことは自分でやりきる意思と行動を身につける。
以上の四つの目的で行っており、仕事の実際を経験することによって、職業や働くことの
意義を考えたり、将来の進路、仕事の選択や自分の特性の理解を深めるために大変よい機
会となります。今回、僕は教育委員会を体験先に選びました。その体験の一つとして広報
うまじの「職場体験学習」の記事作成を１ページ任され、三つの職場の取材をしました。

　
馬
路
、
魚
梁
瀬
両
中
学
校
の
２
・

３
年
生
が
、
１１
月
9
日
か
ら
１３

日
ま
で
の
5
日
間
、「
職
場
体
験

学
習
」
を
行
い
ま
し
た
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

職
場
体
験
レ
ポ
ー
ト

体験学習の様子

馬
路
村
の

　
　
伝
説

馬
路
村
の

　
　
伝
説
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一
　
奉
納
年

　
明
治
六
年

  

二
　
材
質
・
形
状

　
杉
板
・
板
絵
・
屋
根
型

 

三
　
銘
文

　
奉
寄
進

　
金
林
寺
山
　
手
代
の
岩
蔵

　
　
　
人
数
十
七
人

　
右
縁
枠
墨
書

　
「
明
治
六
年
」

　
左
縁
枠
墨
書

　
「
癸
酉
二
月
廿
五
日
」

（
ロ
）
て
だ
い

み
ず
の
と
と
り

 

四
　
参
考
事
項

　
画
題
は
、
浄
瑠
璃
、
歌
舞
伎
の

演
目
（
玉
藻
前
　
袂
　
ま
た
は
玉

藻
の
御
前
）
に
基
づ
く
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

　
魔
性
を
持
つ
、
金
毛
で
九
尾
の

狐
が
玉
藻
前
に
姿
を
変
え
て
朝
廷

に
入
り
こ
も
う
と
し
た
が
、
「
安

部
泰
親
に
見
破
ら
れ
、
那
須
野
に

逃
れ
た
が
、
「
三
浦
之
介
義
明
」

「
上
総
之
介
広
常
」
に
退
治
さ
れ

て
「
殺
生
石
」
に
変
じ
る
伝
説
を

描
い
た
も
の
で
あ
る
。

（
イ
）
玉
藻
の
御
前

　
金
色
白
面
九
尾
の
妖
狐
の
化
身

と
い
う
伝
説
上
の
美
女
。

（
ロ
）
手
代

　
江
戸
時
代
は
下
級
役
人
を
言
っ

た
と
思
わ
れ
る
が
、
明
治
時
代
は
、

支
配
人
よ
り
権
限
が
低
か
っ
た
と

思
う
。
し
か
し
、
仕
事
に
よ
っ
て

は
、
区
別
が
つ
き
に
く
い
場
合
も

あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

（
ハ
）
殺
生
石

　
こ
の
大
岩
は
、
多
く
の
人
民
に

毒
気
を
出
し
て
、
病
気
な
ど
災
難

を
お
こ
し
た
。
そ
こ
で
、
あ
る
僧

が
念
力
で
石
を
割
っ
た
。
そ
の
石

の
破
片
が
全
国
に
飛
び
散
っ
て
、

今
ま
で
と
同
じ
よ
う
に
各
地
で
災

難
を
も
た
ら
し
た
。

た
ま
も
の
ま
え
あ
さ
ひ
の
た
も
と

（
イ
）
た
ま 

 

も
　
　  

ご 

ぜ
ん

あ
　

べ 

や
す
ち
か

な

す

の

よ
し
あ
き

ひ
ろ
つ
ね

よ
う
こ

（
ハ
）せ
っ
し
ょ
う
せ
き

馬
路
村

馬
路
村
の

　
　
伝
説

　
　
伝
説

馬
路
村

馬
路
村
の

　
　
伝
説

　
　
伝
説

馬
路
村
の

歴
史
と

　
　
伝
説

〈通算第１４２回〉

山
　中
　
巖

24村の絵馬・故事・俗信

画題：金毛九尾狐退治図
かな げのきゅう び きつねたい   じ  のず
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外国語指導助手　ナオミ・クロスビー・イワサキ
（アイルランド　ダブリン出身）

Hell
o! ナオミよ

!

＜エンヤ＞

＜リチャード・ハリス＞

世
界
中
で
知
ら
れ
て
い
る
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人

私の国の有名人
「平成20年度の健診の分析から」

　世界中には、アイルランドのことをほとんど聞

いたことがない、または、どこにあるのかさえも

知らない人がいます（中には、アイスランドとま

ちがえている人もいます）。しかし、実際にはア

イルランド出身の有名人やアイルランド発祥のも

のがけっこうあるのです。たとえば、野球やハロ

ウィーンもアイルランドから始まったものです。

だけど、アイルランドは北海道と同じくらいのと

ても小さな国なので、自らどんどんアピールして

いきたいです。

　有名なミュージシャンもたくさんいて、ロック

バンドの“U2（リードボーカルはボノ）”と「ア

イルランドの英雄」と呼ばれているハードロック

バンドの“シン・リジィ”は私の故郷のダブリン

出身です。また、「You Raise Me Up」（フィギ

ァスケートの荒川静香さんが使用して有名になっ

た曲）を歌った男性グループ“ウエストライフ”

もアイルランド出身です。

　世界的に人気

のある“エンヤ”

もそうだし、彼

女はアイルラン

ドの西の方にあ

るアイルランド

語を公用語とす

るゲールタハト

地域のドゥニガ

ル出身なので、

彼女の第一言語

は英語ではなく

アイルランド語なのです。そして、アイルランド

は、西欧テレビ放送網で毎年開催されている音楽

コンテストで最も多く成功を収め、7回優勝した

という記録を持っています。

　アイルランドは文学においてもすぐれた業績を

残しており、「幸福な王子」や「サロメ」などを

書いた“オスカー・ワイルド”、「ユリシーズ」

を書いた“ジェイムズ・ジョイス”、「ドラキュ

ラ」を書いた“ブラム・ストーカー”などの有名

な作家がダブリン生まれです。日本では“小泉八

雲”として知られている“パトリック・ラフカデ

ィオ・ハーン”の両親はアイルランド人とギリシ

ャ人で、ハーンは2歳から19歳までアイルランド

に住んでいました。有名な詩人の“ウィリアム・

バトラー・イェーツ”やノーベル賞を取った“サ

ミュエル・ベケット”もアイルランド人なのです。

　有名な科学者も多く輩出しており、「ボイルの

法則」で知られている“ロバート・ボイル”、タ

ービンを発明した“チャールズ・パースンズ”や

原子の核分

裂でノーベ

ル賞を取っ

た“アーネ

スト・ウォ

ルトン”な

どもそうです。

　アイルラ

ンド人の有

名な俳優も

多くいて、

「ハリー・ポッター」に“ダンブルドア”として

出演している“リチャード・ハリス”や“マッド

アイムーディ”役の“ブレンタン・グリースン”、

「007」の3代目の“ジェイムズ・ボンド”役（「ゴ

ールデンアイ」などに出演している）の“ピアー

ズ・ブロスナン”、「28日後…」というSFホラ

ー映画に出演している“キリアン・マーフィ”が

います。ご存じでしたか？

　今度からは、“アイルランド”を“アイスラン

ド”とまちがえないでね。愛すべき“愛ランド”

であり、寒い“氷ランド”ではないのだから！
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　気が付くと１２月。今年もあとわずかになりました。ゆずの疲れもとれたころ
に年末の慌ただしさがやってきます。忘年会が続く人もいると思いますが「飲み
すぎに注意」です。さて、遅くなりましたが、昨年度の特定健診結果（がん検診
は除く）を少しまとめましたので報告したいと思います。昨年の40～74歳までの
受診者は、男性39人、女性50人でした。

「平成「平成2020年度の健診の分析から」年度の健診の分析から」「平成20年度の健診の分析から」
 BMI（肥満度をあらわす指数）（図1）

　身長と体重から、その人の肥満度を計算します。

BMI＝体重（kg）÷〔身長（m）〕２　で計算されます。BMI：22が標準体重で、例
えば身長160cmの人であれば22×（1.6）２＝56.3kgと計算されます。また、BMIが25

以上になると危険体重となり、身長160cmの人では64kg、170cmの人は72.3kgが

BMI25の危険体重です。今回BMIが25以上の人は男性39人中18人（46.2％）、女性

50人中17人（34％）でした。面白いことに、男性は75歳以上になってくるとBMI

が25以上（太り気味）の人の割合が低下してきますが、女性は75歳以上で太り気

味の人の割合が増えてきていました。

 脂質（コレステロール）異常（図２）

　HDL（善玉）コレステロールが40未満、LDL（悪玉）コレステロールが140以上、

中性脂肪が150以上のいずれかに当てはまる人は男性39人中16人（41％）、女性50

人中22人（44％）という結果でした。必ずしも太っている人が悪玉コレステロー

ルや中性脂肪が高いというわけではありませんでした。

 肝機能異常（図3）

　GOT、GPT、γGTPのいずれかで異常値を認める人は、男性39人中16人（41％）、

女性50人中11人（22％）と男性に多い傾向でした。アルコールや脂肪肝が疑われ

ます。

 糖尿病（図4）

　特定健診における保健指導レベルの基準値はHｂA1c：5.2％以上となり以前より

厳しくなりましたが、該当する人は男性39人中20人（51.3％）、女性　50人中33人

（66％）でした。いわゆる糖尿病予備軍といったところです。

 結論

　飲んでもいいのです。食べてもいいのです。でもその分、歩くなり運動するな

りで消費しましょう。また、健診でひっかかった方は医療機関を受診してくださ

いね。

 いつものつぶやき
　先日子どもが宿題をしていたときのこと。「せいくう」の意味が分からず、辞書にも載っていないと困っ

ている。のぞいてみると「青空」でした。（おいおいっ！！）

　しかし私も小学生のとき、青息吐息を「せいそくとそく」と読んで父に笑われたのを思い出しました…。

・・・・

図1　BMI〔外円男性、内円女性〕

図2　脂質〔外円男性、内円女性〕

図3　肝機能異常〔外円男性、内円女性〕

図4　 糖尿病〔外円男性、内円女性〕

BMI 25以上
BMI 25以下

脂質異常
正常

肝機能異常
正常

HbA1c5.2%以上
正常

46％
34％

66％54％

41％
44％

56％59％

41％
22％

78％59％

51％
66％

34％
49％



　
社
会
保
険
庁
が
廃
止
さ
れ
、
新

た
に
「
日
本
年
金
機
構
」
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。

　
・
国
民
の
皆
様
の
信
頼
に
応
え
、

一
層
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
実
現
を

目
指
し
、
社
会
保
険
庁
は
組
織
・

人
員
を
一
新
し
、
「
日
本
年
金
機

構
」
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

　
・
現
在
あ
る
お
近
く
の
社
会
保

険
事
務
所
は
、
新
た
に
「
年
金
事

務
所
」
と
名
称
が
変
わ
り
ま
す
が
、

年
金
相
談
な
ど
の
窓
口
と
し
て
引

き
続
き
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

全
国
生
涯
学
習
フ
ォ
ー
ラ
ム

高
知
大
会
の
開
催
に
つ
い
て

１
　
高
知
大
会
の
目
的

　
官
民
協
働
の
生
涯
学
習
を
通
じ

て
、
地
域
を
ど
の
よ
う
に
変
革
し

て
い
く
の
か
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、

高
知
県
を
持
続
可
能
な
活
力
あ
る

地
域
モ
デ
ル
と
し
て
、
ま
た
、
本

県
の
豊
か
な
自
然
、
独
自
の
文
化

や
歴
史
、
産
業
等
を
活
か
し
、
地

域
の
特
産
物
や
伝
統
・
歴
史
を
全

国
に
Ｐ
Ｒ
し
、
誘
客
に
つ
な
げ
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
。

２
　
高
知
大
会
開
催
概
要

（
１
）
大
会
名
：
全
国
生
涯
学
習

フ
ォ
ー
ラ
ム
高
知
大
会

（
２
）
主
催
：
高
知
県
・
文
部
科

学
省
の
共
催

（
３
）
開
催
期
間
：
平
成
２２
年
１１

月
２０
日
（
土
）
〜
２２
日
（
月
）
の

３
日
間

（
４
）
内
容

①
総
合
開
会
式

　
開
催
日
：
平
成
２２
年
１１
月
２０
日

（
土
）

　
場
所
：
高
知
市
文
化
プ
ラ
ザ
「
か

る
ぽ
ー
と
」

②
全
国
生
涯
学
習
情
報
発
信
市
及

び
地
産
地
消
・
食
育
展

　
場
所
：
高
知
ぢ
ば
さ
ん
セ
ン
タ
ー

③
文
化
・
芸
術
ラ
イ
ブ
ス
テ
ー
ジ

　
場
所
：
高
知
県
民
体
育
館

④
テ
ー
マ
別
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

・
「
環
境
保
全
活
動
に
お
け
る
Ｎ

Ｐ
Ｏ
等
と
の
連
携
と
環
境
教
育
」

・
「
地
域
再
生
に
お
け
る
高
等
教

育
機
関
の
果
た
す
役
割
」

・
「
学
校
を
核
と
し
た
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
の
再
構
築
」

・
「
人
材
育
成
と
キ
ャ
リ
ア
教
育

〜
今
こ
そ
龍
馬
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
呼
び
さ

ま
せ
〜
」
　

 問
い
合
わ
せ
先

　
高
知
県
教
育
委
員
会
生
涯
学
習

　
課
 
生
涯
学
習
全
国
大
会
係

T
E
L
0
8
8
‐
8
2
1
‐

4
6
6
1

F
A
X
0
8
8
‐
8
2
1
‐

4
5
0
5

「
日
本
年
金
機
構
」
が
来
年

１
月
１
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
！

広報うまじ250号 ――――（１６

3　　月

お知らせお 知らせお知らせお 知らせ

馬 路 村 俳 壇
霧
に
出
て
霧
に
戻
る
や
ゆ
ず
の
月

濃
淡
は
小
さ
な
村
の
刈
田
跡 

山
　
喜
久
子

さ
ざ
波
の
湖
の
な
だ
り
の
冬
の
蔦

笛
の
音
の
と
ど
き
く
る
な
り
菊
日
和 

中
屋
　
良
子

鮎
下
り
人
影
み
え
ず
波
の
音

庭
畑
の
大
根
ふ
と
り
風
呂
の
湧
く 

山
本
　
美
幸

ふ
だ
ん
着
で
写
真
の
係
七
五
三

銀
杏
散
る
家
路
に
い
そ
ぐ
夕
べ
か
な 

山
　
　
裕
之

吹
き
お
と
す
冬
の
蚊
に
ま
だ
力
あ
り

蒲
団
か
ら
ぬ
け
で
る
子
ら
の
肩
の
冷
え 

高
芝
　
栄
子

炬
達
だ
す
休
憩
室
の
三
十
分

立
冬
や
か
ら
く
り
時
計
鳴
り
は
じ
む 

小
松
　
健
児

休
日
の
小
春
び
よ
り
と
マ
ン
ガ
本

十
一
月
書
留
多
く
な
り
来
た
る 

西
山
　
徳
裕

南
天
の
実
で
ま
ま
ご
と
を
す
る
娘

竹
馬
で
で
き
た
手
の
豆
勲
章
に 

 

中
村
　
　
朔

奥
山
の
鹿
笛
た
か
く
谺
せ
り

燠
炭
に
な
ら
べ
潤
目
を
焼
い
て
を
り 

氏
原
　
　
淑

鮎
落
ち
て
川
石
白
を
極
め
た
る

し
ば
ら
く
は
睨
み
合
ひ
な
り
白
鼻
心 

池
　
　
蘭
子

柚
子
の
香
や
村
に
工
場
の
け
む
り
だ
し

柚
子
玉
や
朝
日
け
む
れ
る
峠
村 

東
谷
　
晴
男

社会保険庁

日本年金機構公的年金の運営業務

公的年金の
財政責任・運営責任 厚生労働省

廃止

平成22年1月1日



人　　口
月中異動

月末現在
人口合計出生

１０

１１

２

１

　

　

３

２

３

２

　

　

３

２

１,０５２

１,０５２

月

月

増　　　加

転入 職権 計 死亡

減　　　少 馬　路

魚梁瀬

８２７人、
２２５人、

馬路村特別村民 ４,２０３人
（１１月３０日現在）

３６１世帯
１１４世帯転出 職権 計

１

１

12　　月

12月・1月　むらの行事予定12月・1月　むらの行事予定
3　　月　　月1　　月

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９

２０

２１

２２

２３

２４

２５

２６

２７

２８

２９

３０

３１

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木
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子育てペアレントトレーニング（田野町保健ｾﾝﾀｰ）
１０:３０～

絵本の読み聞かせ（多目的施設）１０:３０～１１:００

村内持久走大会（馬路小）１０:００～

子育て広場（交流ｾﾝﾀｰ）１０:００～
保育所交流会（もちつき）・仲島正教氏講演会（魚梁瀬）
３歳健康診査歯科健診（田野町保健ｾﾝﾀｰ）１３:００～受付
人権・行政相談所（就業改善ｾﾝﾀｰ）人権１０:００～１５:００行政１０:００～１２:００

安芸地区新人球技大会（野球・バスケ）

安芸地区新人球技大会（バスケ）

ヨガ教室（ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ）１９:００～

子育て広場（魚梁瀬多目的施設）１０:００～
ことばの教室（田野町保健ｾﾝﾀｰ）

乳児健康診査（田野町保健ｾﾝﾀｰ）１３:００～受付

安芸地区新人球技大会（野球）

犬・猫引き取り日

かっこよくなる男の道場（就業改善ｾﾝﾀｰ）１８:００～ 
冬至絵本の読み聞かせ（交流ｾﾝﾀｰ）１０:３０～１１:００

天皇誕生日

参観日（馬路小）

終業式
クリスマス会（馬路・魚梁瀬保育所）

仕事納め 
ヨガ教室（ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ）１９:００～

新春走り初めピッタリタイムレース（魚梁瀬） 　　元日

成人式
新春走り初めピッタリタイムレース（馬路）　

仕事始め　
村内保育始め

始業式

ヨガ教室（ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ）１９:００～   　　　  成人の日

絵本の読み聞かせ（多目的施設）１０:３０～１１:００

子育て広場（魚梁瀬多目的施設）１０:００～

子育て広場（交流ｾﾝﾀｰ）１０:００～

第２８回村民駅伝競走大会

県立図書館の移動図書（馬路保・馬路小）

ことばの教室（田野町保健ｾﾝﾀｰ）

道徳参観日（馬路小）１４:００～

乳児健康診査（田野町保健ｾﾝﾀｰ）１３:００～受付

参観日（馬路中）

ヨガ教室（ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ）１９:００～
犬・猫引き取り日
かっこよくなる男の道場（就業改善ｾﾝﾀｰ）１８:００～
絵本の読み聞かせ（交流ｾﾝﾀｰ）１０:３０～１１:００

参観日（魚梁瀬小中）

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９

２０

２１

２２

２３

２４

２５

２６

２７

２８

２９

３０

３１

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日
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10月

11月

村内あちらこちら

編
集
後
記

　
今
年
は
天
候
等
に
恵
ま
れ
柚
子

の
色
づ
き
も
早
く
大
豊
作
で
し
た
。

収
穫
で
は
、一
つ
の
木
に
大
量
に
実
っ

て
い
る
た
め
、特
に
高
枝
切
り
バ
サ
ミ

を
使
っ
て
作
業
を
行
う
と
、首
や
肩

の
疲
労
が
激
し
く
、終
わ
っ
た
後
に

入
る
お
フ
ロ
が
気
持
ち
よ
く
、つ
か
れ

を
和
ら
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
今
年
も
あ
と
一
カ
月
を
き
り
ま
し

た
。こ
れ
か
ら
年
末
年
始
の
準
備
に

大
忙
し
で
す
が
、体
調
管
理
に
は
気

を
付
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。（
Ｓ
）

編集発行 馬路村教育委員会
住所　〒７８１-６２０１　高知県安芸郡馬路村大字馬路４４３
TEL 0887－44－2216　FAX 0887－42－1010
E-mail umaji-v@kochinet.ed.jp

印　 刷 高知印刷株式会社

10月4日　心臓やぶりフルマラソン

10月17日　魚梁瀬熊野神社大祭

11月1日　ゆずはじまる祭り

11月8日　山師達人選手権

11月15日　千本山と紅葉の路ウォーキング

第18回おらが村・心臓やぶりフルマラソン大会

馬路地区村民運動会

生活体験・通学合宿（～14日）

第29回魚梁瀬地区はし拳大会

魚梁瀬熊野神社大祭

魚梁瀬古式弓射式

馬路保育所運動会

旧魚梁瀬森林鉄道施設重要文化財指定記念

シンポジウム（田野町ふれあいセンター）

魚梁瀬地区村民運動会

魚梁瀬保育所起工式

かっこよくなる男の道場

4 日

11日

12日

14日

17日

22日

24日

25日

26日

27日

1 日

7 日

8 日

9 日

15日

24日

25日

ゆずはじまる祭り

「損保ジャパン・いきいき共生の森」交流活動

山師達人選手権

馬路中・魚梁瀬中職場体験（～13日）

千本山と紅葉の路ウォーキング

かっこよくなる男の道場

第44回馬路村教育研究会

着物ショー終了後の記念写真の様子着物ショー終了後の記念写真の様子


